
ラップランド応用科学大学 ●学部・大学院生 5,618 人 ●教職員 560 人
(Lapland University of Applied Sciences) （内ロバニエミ 2,907人 )
ホームページ http://www.lapinamk.fi/fi

（フィンランド共和国）
（ L a p l a n d U n i v e r s i t y o f A p p l i e d S c i e n c e s ）

交流協定締結年月日：2009年6月1日 主管学部：工学部

ラップランド応用科学大学は、ＥＵの高等教育機関の中で、最北に位置し、フィンランドのラップランド州にあり、
北極圏上にあるロバニエミの町にある。町の中心近くに3つのキャンパスを持っている。ロバニエミ地域は、人
口は約6万人で、ラップランドの政治・文化の中心地で、有数の観光地で、サンタクロースの出身地でもある。
1996年、フィンランドにPolytechniques（工科系の総合高等教育機関）が設立されたことを機に創設された公立
大学である。6つの学部を持ち、特に、ツーリズム、ソフトウェア・エンジニアリング、ハイテク技術、寒冷地活動
等の分野に強みを持っている。また、国際交流が活発で、留学生の派遣・受入を非常に積極的に展開している。
2014年1月に合併によりロバニエミ応用科学大学からラップランド応用科学大学となった。

▲大学の風景
国際交流の特色（大学紹介）

交流実績（平成24年度～26年度）

▲国際インターンシップ学生の熊代さん

学生10人と教員2人という大所帯でフィンランドのロバニエミ応
用科学大学(RAMK)を協定校訪問しました。RAMKは3つのキャ
ンパスからなり、情報技術やツーリズム、環境工学、医療運動工
学等に力を入れています。RAMK学長、学部長はじめとし関係
の方々から歓迎して頂きました。RAMKへは欧米を主とし諸国か
らの留学生が多くきており、到着初日の留学生100人以上による
盛大なパーティでは（言葉は片言でありながらも）皆がダンスで心
を通わせていました。ロバニエミ市は北極圏に近く自然の豊かな
場所で、静かな湖面に木々の緑と青空が反射した美しい景色が
広がります。恵まれた自然とフィンランド人の持つデザイン性、そ
して最先端のテクノロジー技術とが上手に調和され、人々の豊か
な生活を支えていることを実感しました。

工学部准教授 宮川 勇人

海外で実習を行うことは私にとって非常にチャレンジングな課
題でした。その分、得たものは非常に多かったと思っています。
生活については毎日が本当に楽しかったです。私の寮は交換
留学生の専用の寮で、しかも私の部屋は6人のルームシェアタイ
プだったので、休日だけでなく、平日も実習が終わった後はよく
遊んでいました。最初はちゃんとコミュニケーションとれるかどうか
不安でしたが、皆とてもフレンドリーで接してくれて、すぐ打ち解
けることができました。 ロバニエミの観光も楽しみました。ロバニ
エミの名所であるサンタクロース村で本物のサンタクロースと対面
し、ルームメイトと一緒に写真をとりました。また、ロバニエミの人
気アクティビティであるトナカイぞりやハスキーぞりも体験しました。

工学研究科 博士前期課程 熊代 皓介

学生からの声

教員からの声

平成24年度 学生の派遣 １名

平成26年度 学生の派遣 １名


